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ビームダンプの冗長化（案）

不慮の故障に対応
 「放射化による復旧作業の制限=数年の停止」を回避

経験を積んで高度化する
 信頼性の向上、17MW(1TeV)等への技術確認

ダンプラインに直列配置
 e+e-ビーム衝突で生じるBeamstrahlung光子（直進）

をビームダンプで受けるため。
 2ndダンプは1stの直前に後から設置する。床工事等は

あらかじめ必要。冷却水施設は共用（再利用）可能。
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2ndダンプ：追加約10億円 1st ダンプ：現コストに計上済
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研究施設等廃棄物の埋設処分業務の実施に関する基本方針について
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/maisetsu/1261030.htm
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まとめ
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 ビームダンプは2.2MWビームダンプの設計者による設計。

 仕様17MWに対して、250GeV ILCでは2.6MWで尤度がある。

 ビームダンプの周辺にはシールドが置かれ冷却水は循環系で構成される。万
が一ビームダンプの不具合や水漏れが起きた場合も放射性物質の散逸を避
ける構造となっている。

 シミュレーションの結果、20年間の運転後もビームダンプ本体の放射化は原子
炉等規制法のL3（浅地中トレンチ処分）相当。

 トリチウムの発生量は2台で100兆ベクレル（20年の運転後の飽和値）で、J-
PARCの中性子発生用水銀ターゲットと同程度のレベル。

 解体時には、国の基準に従って処理される。


